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議
　
員
　
奥
入
瀬
渓
流
温

泉
ス
キ
ー
場
の
シ
バ
ザ
ク

ラ
の
手
入
れ
が
不
十
分
だ

っ
た
。
維
持
管
理
業
務
委

託
の
開
始
時
期
を
雪
解
け

後
に
早
め
る
方
法
は
。

農
林
商
工
部
長
　
今
年
は

見
頃
の
ピ
ー
ク
が
早
く
、

咲
き
始
め
の
環
境
整
備
が

十
分
で
は
な
い
状
態
で
し

た
。
来
年
度
以
降
は
年
度

当
初
に
業
務
を
始
め
、
開

花
前
に
環
境
整
備
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
蔦
沼
観
光
の
今

年
度
の
渋
滞
対
策
は
。

農
林
商
工
部
長
　
昨
年
に

引
き
続
き
展
望
デ
ッ
キ
の

早
朝
入
場
を
予
約
制
に
し

ま
す
。
実
施
期
間
を
25
日

間
に
拡
大
し
、
協
力
金
の

額
を
見
直
し
た
こ
と
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
周
知
し
ま
す
。

記
事
の
掲
載
基
準
は
。

総
務
部
長
　
重
要
な
行
政

事
務
に
関
す
る
事
項
、
市

民
に
周
知
徹
底
さ
せ
る
べ

き
必
要
な
事
項
、
市
民
生

活
の
向
上
に
関
す
る
事
項
、

市
長
が
必
要
と
認
め
る
事

項
の
４
つ
の
基
準
を
規
則

で
定
め
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
今
年
１
月
の
広

報
の
表
紙
に
市
長
の
写
真

が
、
選
挙
前
に
も
か
か
わ

ら
ず
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、

校
正
段
階
で
問
題
に
な
ら

な
か
っ
た
の
か
。

総
務
部
長
　
本
年
１
月
号

の
表
紙
は
、
干
支
の
一
回

り
で
十
二
支
を
振
り
返
る

コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
過

去
12
年
分
の
１
月
号
の
表

紙
を
集
め
掲
載
し
た
も
の

に
な
り
ま
す
。
ご
指
摘
の

件
は
、
令
和
元
年
秋
ま
つ

り
の
写
真
で
、
単
に
並
べ

た
も
の
で
あ
り
サ
イ
ズ
も

小
さ
い
こ
と
か
ら
、
校
正

の
段
階
で
公
職
選
挙
法
上

問
題
が
な
い
と
判
断
し
、

掲
載
し
た
も
の
で
す
。

議
　
員
　
農
作
物
被
害
に

対
す
る
取
組
は
。

農
林
商
工
部
長
　
令
和
元

年
度
に
鳥
獣
被
害
防
止
計

画
を
策
定
し
、
捕
獲
計
画

頭
数
を
設
定
し
て
可
能
な

限
り
捕
獲
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

議
　
員
　
令
和
２
年
度
の

捕
獲
実
績
は
。

農
林
商
工
部
長
　
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
24
頭
、
ア
ラ
イ
グ

マ
25
頭
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
２

頭
、
タ
ヌ
キ
４
頭
で
す
。

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
つ
い
て
は
、

現
地
で
の
生
体
が
確
認
で

き
ず
捕
獲
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

議
　
員
　
広
報
と
わ
だ
の

議
　
員
　
野
生
動
物
に
よ

る
農
作
物
被
害
の
過
去
３

年
間
の
状
況
は
。

農
林
商
工
部
長
　
左
表
の

と
お
り
（
単
位
：
件
）

理
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽

の
普
及
に
向
け
た
取
組
は
。

上
下
水
道
部
長
　
設
置
者

へ
の
費
用
負
担
軽
減
を
目

的
と
し
て
、
浄
化
槽
整
備

事
業
普
及
促
進
補
助
金
の

交
付
と
、
水
洗
化
等
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
や
利
子
補

給
を
実
施
し
、
普
及
促
進

に
努
め
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
下
水
道
の
適
正

利
用
の
周
知
状
況
は
。

上
下
水
道
部
長
　
広
報
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
油
脂

類
や
タ
オ
ル
等
の
異
物
、

雨
水
を
流
入
さ
せ
な
い
利

用
方
法
を
周
知
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
小
学
生
を
対

象
に
下
水
処
理
場
の
見
学

や
下
水
道
の
仕
組
み
等
、

下
水
道
の
大
切
さ
を
次
世

代
へ
つ
な
げ
る
講
座
も

行
っ
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
蔦
沼
以
外
の
周

辺
の
森
や
沼
な
ど
へ
行
く

た
め
に
利
用
し
て
い
た
市

管
轄
外
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

の
規
制
解
除
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
協
議
す
る
場

を
設
け
る
考
え
は
。

農
林
商
工
部
長
　
関
係
機

関
と
合
同
で
行
う
現
地
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
協

議
の
場
を
設
け
て
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
生
活
排
水
を
処

シ
バ
ザ
ク
ラ
の
維
持
管
理
を

　
　雪
解
け
後
に
早
め
る
方
法
は

来
年
度
以
降
は

開
花
前
に
環
境
整
備
を
行
う

山　田　洋　子
（市民連合クラブ）

今　泉　信　明
（市民連合クラブ）

令和２年度の野生動物の捕獲実績は

主にツキノワグマ24頭
アライグマ25頭

蔦沼周辺の渋滞対策・環境保全に協力を

昨年度、野生動物捕獲で活躍した箱わな
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議
　
員
　
小
中
学
校
に
配

備
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
使
用
で
視
力
へ
の
影

響
が
考
え
ら
れ
る
が
、
直

近
の
児
童
生
徒
の
視
力
調

査
の
結
果
は
。

教
育
部
長
　
令
和
２
年
度

の
児
童
生
徒
の
裸
眼
視
力

１
・
０
未
満
の
割
合
は
、

小
学
生
が
38
・
２
％
、
中

学
生
37
・
３
％
で
、
小
中

と
も
に
前
年
度
を
下
回
っ

て
い
ま
す
が
、
県
平
均
の

小
学
生
44
・
６
％
、
中
学

生
60
・
５
％
よ
り
も
よ
い

状
況
で
す
。

議
　
員
　
児
童
生
徒
の
視

力
低
下
を
防
止
す
る
対
策

は
。

教
育
部
長
　
30
分
に
１
回

は
20
秒
以
上
画
面
か
ら
目

を
離
し
て
遠
く
を
見
る
こ

と
、
よ
い
姿
勢
を
保
ち
端

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
新
た
な
経
済
対

策
は
あ
る
の
か
。

市
　
長
　
経
済
状
況
を
回

復
さ
せ
る
た
め
の
施
策
と

し
て
、
昨
年
に
引
き
続
き

市
内
の
店
舗
等
で
利
用
で

き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
を
発
行
し
ま
す
。
今
回

は
、
市
民
１
人
１
セ
ッ
ト

の
購
入
を
可
能
と
し
、
年

末
年
始
の
消
費
需
要
に
対

応
し
た
利
用
期
間
と
す
る

な
ど
、
よ
り
効
果
が
上
が

る
よ
う
事
業
内
容
を
見
直

し
、
市
内
経
済
の
活
性
化

と
市
民
の
家
計
を
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

学
生
の
選
考
は
、
申
請
者

の
家
庭
の
経
済
状
況
や
成

績
等
を
考
慮
し
て
総
合
的

に
判
定
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
資
格
要
件
の
表
記

を
理
由
に
申
請
を
ち
ゅ
う

ち
ょ
し
な
い
よ
う
周
知
内

容
を
見
直
し
、
よ
り
多
く

の
学
生
が
活
用
で
き
る
よ

う
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
　
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
後
も
感
染
症

対
策
は
継
続
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
引
き
続

き
マ
ス
ク
の
着
用
、
人
と

の
距
離
を
保
つ
、
小
ま
め

な
手
洗
い
や
手
指
消
毒
等

の
基
本
的
な
感
染
防
止
対

策
を
継
続
し
て
い
た
だ
く

ほ
か
、
生
活
や
仕
事
等
で

一
緒
に
行
動
し
て
い
る
人

以
外
の
人
と
の
接
触
の
回

避
、
風
邪
症
状
等
が
あ
る

場
合
は
外
出
せ
ず
、
他
人

と
の
接
触
を
極
力
避
け
る

な
ど
、
改
め
て
感
染
予
防

を
広
報
等
で
周
知
し
た
い

議
　
員
　
高
校
・
大
学
在

学
者
へ
の
奨
学
金
貸
与
の

資
格
要
件
を
見
直
す
考
え

は
な
い
か
。

教
育
部
長
　
条
例
に
規
定

す
る
資
格
要
件
は
、
選
考

の
目
安
と
し
て
設
け
て
い

る
も
の
で
、
申
請
の
時
点

で
、
こ
の
目
安
で
一
律
に

申
請
を
受
け
付
け
な
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
奨

議
　
員
　
森
林
伐
採
後
の

植
林
地
の
把
握
は
。

農
林
商
工
部
長
　
正
確
な

数
値
は
算
出
で
き
ま
せ
ん

が
、
把
握
し
て
い
る
情
報

か
ら
試
算
す
る
と
、
令
和

元
年
度
末
時
点
の
再
造
林

率
は
17
・
６
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

議
　
員
　
山
が
荒
廃
す
る

と
土
砂
崩
れ
等
の
災
害
の

お
そ
れ
も
あ
る
た
め
再
造

林
率
を
上
げ
て
ほ
し
い
。

末
画
面
と
の
距
離
を
30
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
離
す

こ
と
等
の
学
校
で
の
具
体

的
な
対
処
や
、
テ
レ
ビ
を

含
め
た
情
報
機
器
を
家
庭

で
使
用
す
る
と
き
で
も
、

自
身
で
健
康
に
留
意
す
る

よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
盛

り
込
ま
れ
た
、
児
童
生
徒

の
目
の
健
康
な
ど
に
関
す

る
配
慮
事
項
を
年
度
当
初

に
各
校
へ
通
知
し
ま
し
た
。

議
　
員
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
破
損
し
た
場
合
の
修

理
費
の
負
担
は
。

教
育
部
長
　
導
入
後
１
年

間
の
初
期
不
良
の
保
証
を

除
い
た
修
理
費
は
購
入
者

負
担
で
す
が
、
学
校
内
で

適
切
に
取
り
扱
っ
た
場
合

の
破
損
や
故
障
に
つ
い
て

は
市
の
負
担
と
し
て
い
ま

す
。

久　慈　年　和
（市民連合クラブ）

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
使
用
に
よ
る

　児
童
生
徒
の
視
力
低
下
防
止
対
策
は

目
の
健
康
な
ど
に
関
す
る

配
慮
事
項
を
各
校
へ
通
知

堰野端　展　雄
（自民公明クラブ）

奨学金貸与の資格要件を見直す考えは

選考の目安である資格要件の
周知内容を見直す

ワクチン接種後も引き続き感染症対策を

森林資源の維持造成の推進を
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